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加藤 義丈さん

芳崎 彩恵香さん
【撮影場所】小方認定こども園
　　　　　  大竹保育所

写真提供

ゲート前での家族風景

TA K E

園児の
玉入れ風景

初めての運動会

よく頑張りました！



　議会に上程された議案や陳情等の内
容は広範囲にわたるため、担当を分け、
それぞれの委員会で調査・審査を行っ
ています。
　その後、本会議において議員全員に
よって決定されます。
　大竹市議会では、 ２つの常任委員会
を設けており、必ずどちらかに所属す
ることになっています。

　円滑な議会運営のため、運営全般
について協議し、意見調整を図る場
として設置された委員会です。
　例えば、会期や議事日程の決定、
議会関係の条例や規則の取扱いなど
を協議します。

【後列左から】
 小出　哲義　　中野　友博
 山崎　年一　　西村　一啓

【前列左から】
 中川　智之（副委員長）
 小田上　尚典（委員長）
 寺岡　公章

【後列左から】
 山代　英資　　豊川　和也
 末広　天佑　　日域　究　　岡　和明

【前列左から】
 藤川　和弘（副委員長）
 細川　雅子（委員長）
 北地　範久

【委 員 長】

【副委員長】 

【 委  員 】

 西村　一啓

 日域　究

 山代　英資　　藤川　和弘

 小田上　尚典　　細川　雅子

総務文教委員会 生活環境委員会

常 任 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

総
務
文
教
委
員
会

生
活
環
境
委
員
会

常任委員会組織及び所管部署

総務課・危機管理課・企画財政課・産業振興課

総務学事課・生涯学習課

自治振興課・市民税務課・環境整備課

地域介護課・福祉課・保健医療課

監理課・土木課・都市計画課

業務課・工務課

総務部

会計課

教育委員会

消防本部・消防署

その他行政委員

市民生活部

健康福祉部

建設部

上下水道局
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新体制決まる
９月定例会で、正副議長、各常任委員会、各特別委員会等の改選が行われました。

　
こ
の
た
び
、
令
和
５
年
９
月
大
竹
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
第
40
代
大

竹
市
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
北
地
範
久
と
副
議
長
の
寺
岡
公
章

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
５
名
の
新
人
が
加
わ
り
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
の
大
竹
市
議
会
の
発
足
と

な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
８
月
に
執
行
さ
れ
た
大
竹
市
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
や
問
題
点
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
。

　
投
票
率
は
、
前
々
回
の
60
％
か
ら
43
％
と
17
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
の
議
会
へ
の
関
心
・
議
会
離
れ
の
表
れ
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
や
執
行

部
と
協
議
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
の
本
会
議
や
委
員
会
の
放
映
や
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
で
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
成
果
が
な
か
な
か
出
な
い
の
が
現
状
で

す
。
議
会
報
告
会
の
在
り
方
な
ど
も
含
め
、
引
き
続
き
、
様
々
な
方
策
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
猛
暑
と
な
る
選
挙
時
期
に
対
す
る
疑
問
を

大
変
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
出
来
る
出
来
な
い
は
別
と
し
て
、
選
挙
時
期

に
つ
い
て
も
１
度
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
法
定
得
票
数
に
達
し
な
い
候
補
者

が
３
名
出
て
、
大
竹
市
議
会
議
員
選
挙
で
初
め
て
欠
員
と
い
う
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
何
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
合
わ
せ
て
、
大
竹
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
、
検
討
・
協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
竹
市
基
本
構
想
に
沿
っ
た
「
笑
顔
・
元
気
・
輝
く
お
お
た
け
」
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
安
定
し
た
議
会
運
営
を
精
一
杯

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長
 北地　範久

大
竹
市
議
会
議
長
　
北
地
　
範
久

副議長
 寺岡　公章

議
長
あ
い
さ
つ
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　藤川　和弘　　小田上　尚典
　山崎　年一　　細川　雅子

　日域　究

大竹市監査委員 宮島ボートレース企業団

議 会 構 成 図

西村　一啓

広島県後期高齢者
医療広域連合

細川　雅子

令和５年８月
   ～令和５年10月

８月３日

９日

23 日
９月６日

７日
８日

12 日
19 日
20 日

21 日

岩国大竹道路建設促進期成同盟会
要望活動（東京都）
広島県地方港湾整備促進期成同盟会
総会（東広島市）
大竹港振興協会総会
本会議
本会議
総務文教委員協議会
生活環境委員協議会
議会運営委員会
本会議
本会議
広報広聴特別委員会
基地周辺対策特別委員会
議会のあり方調査研究特別委員会
総務文教委員会

22 日

27 日

10 月2日
３日

４日 
11 日

16 日
20 日
23 日 
24 日
25 日 
26 日

30 日
31 日

生活環境委員会
議会運営委員会
本会議
決算特別委員会
広島県市議会議長会臨時会（三原市）
小瀬川総合整備促進協議会・国道186号整備
促進協議会 要望活動（東京都）
中国治水期成同盟会連合会 要望活動（東京都）
決算特別委員会
議会のあり方調査研究特別委員会
議員全員協議会
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会（予備日）
議会のあり方調査研究特別委員会
総務文教政策研究会
中国市議会議長会臨時会（岡山市）
決算特別委員会

議
　会

総務文教委員会（常任委員会）

生活環境委員会（常任委員会）

議会運営委員会

基地周辺対策特別委員会

広報広聴特別委員会

議会のあり方調査研究特別委員会

議会事務局
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【議 会 議 員】

【監査委 員】

【議 会 議 員】

　岩国基地への空母艦載機の移駐完了後、騒音被害の増大や、事件・事故への不安など、
市への多大な影響が懸念される状況の中、基地周辺対策について協議するため設置された
委員会。

　令和５年８月に執行された大竹市議会議員選挙の結果を踏まえ、市民に開かれた議会、
市民の参加を推進する議会、市民に信頼される議会を目指したこれまでの議会改革の蓄積
を引き継ぐとともに、大竹市議会基本条例に基づき、本質的な議論を通じて調査研究を行
い、課題や意識の共有と実効的改善・改革を進めるため設置された委員会。

【委 員 長】

【 委  員 】

山崎　年一

中野　友博　　山代　英資　　岡　和明
藤川　和弘　　西村　一啓　　日域　究

【副 委 員 長】 中川　智之

【委 員 長】

【 委  員 】

寺岡　公章

豊川　和也　　山代　英資　　岡　和明
小出　哲義　　小田上　尚典　　細川　雅子

【副 委 員 長】 末広　天佑

　市議会の活動状況等について適切な情報をお伝えする「大竹市議会だより」の編集発行
および議会の広報広聴の在り方に関する事項の調査研究等を行うため設置された委員会。

【委 員 長】

【 委  員 】

藤川　和弘

中野　友博　　豊川　和也　　山代　英資
小出　哲義　　末広　天佑

【副 委 員 長】 中川　智之

基地周辺対策特別委員会

議会のあり方調査研究特別委員会

広報広聴特別委員会
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【議 会 議 員】

【監査委 員】

【議 会 議 員】

　岩国基地への空母艦載機の移駐完了後、騒音被害の増大や、事件・事故への不安など、
市への多大な影響が懸念される状況の中、基地周辺対策について協議するため設置された
委員会。

　令和５年８月に執行された大竹市議会議員選挙の結果を踏まえ、市民に開かれた議会、
市民の参加を推進する議会、市民に信頼される議会を目指したこれまでの議会改革の蓄積
を引き継ぐとともに、大竹市議会基本条例に基づき、本質的な議論を通じて調査研究を行
い、課題や意識の共有と実効的改善・改革を進めるため設置された委員会。

【委 員 長】

【 委  員 】

山崎　年一

中野　友博　　山代　英資　　岡　和明
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【副 委 員 長】 中川　智之

【委 員 長】

【 委  員 】

寺岡　公章

豊川　和也　　山代　英資　　岡　和明
小出　哲義　　小田上　尚典　　細川　雅子

【副 委 員 長】 末広　天佑

　市議会の活動状況等について適切な情報をお伝えする「大竹市議会だより」の編集発行
および議会の広報広聴の在り方に関する事項の調査研究等を行うため設置された委員会。

【委 員 長】

【 委  員 】

藤川　和弘

中野　友博　　豊川　和也　　山代　英資
小出　哲義　　末広　天佑

【副 委 員 長】 中川　智之
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●
令
和
５
年
度
大
竹
市

　
　
公
共
下
水
道
事
業
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
　
玖
波
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
事
業
計

画
変
更
業
務
に
つ
い
て
経
緯
と
現
状
を

問
う
。

　
　
広
島
県
が
施
工
す
る
県
道
大
竹
湯

来
道
路
改
良
事
業
に
伴
っ
て
、
道
路
計

画
区
域
内
と
な
る
玖
波
雨
水
排
水
ポ
ン

プ
場
の
移
設
が
必
要
に
な
り
、
移
設
に

つ
い
て
の
検
討
、
ま
た
事
業
計
画
を
変

更
す
る
た
め
の
業
務
を
設
計
コ
ン
サ
ル

に
委
託
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
度
、
広
島
県
よ
り
道
路
改
良
計

画
に
伴
う
関
係
機
関
と
の
協
議
に
時
間

を
要
す
る
見
込
み
と
な
り
、
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
場
の
移
設
に
係
る
検
討
業
務
を

一
旦
中
断
し
て
ほ
し
い
と
い
う
協
議
が

あ
り
、
業
務
を
一
旦
中
止
し
た
。

　
当
初
、
委
託
費
の
支
払
は
業
務
完
了

予
定
の
令
和
６
年
度
と
し
て
い
た
が
業

務
委
託
費
を
精
算
し
、
支
払
い
を
行
う

た
め
に
今
回
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も

の
で
あ
る
。

 

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
大
竹
駅
西
口
の
駅
前
広
場
の
工
事

に
関
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
ん
で

い
る
の
か
問
う
。

　
　
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
は
西
口
の

公
衆
ト
イ
レ
を
除
き
、
令
和
６
年
度
末

に
完
了
予
定
で
あ
る
。

　
現
在
、
JR
西
日
本
が
駅
舎
の
解
体
、

ホ
ー
ム
内
の
屋
根
の
復
旧
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
必
要
な
作
業
ヤ
ー
ド

を
旧
駅
舎
付
近
に
確
保
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
終
了
次
第
、
今
回
の
工
事
に

着
手
す
る
計
画
で
、
JR
西
日
本
と
協
議

調
整
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
も
し
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

更
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

議
会
に
も
報
告
・
説
明
す
る
。

 

●
令
和
４
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

　
　 

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

　
　
　
　
　 

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
令
和
２
年
に
策
定
さ
れ
た
大
竹
市

水
道
事
業
経
営
戦
略
で
定
め
ら
れ
た
管

路
更
新
率
の
目
標
を
１
度
も
達
成
で
き

て
い
な
い
が
打
開
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
大
竹
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
お

い
て
、
管
路
更
新
率
１
％
を
目
標
と
し

て
い
る
が
、
達
成
で
き
て
い
な
い
。

　
原
因
は
、
管
路
更
新
工
事
に
従
事
す

る
技
術
職
員
の
不
足
と
近
年
の
物
価
上

昇
に
よ
る
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
事

業
数
に
比
べ
て
更
新
率
が
伸
び
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　
技
術
職
員
を
２
名
増
加
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
が
、
実
情
は
減
っ
て
お

り
、
現
在
は
１
名
の
職
員
が
他
の
水
道

事
業
に
関
わ
る
工
事
な
ど
と
並
行
し
て

管
路
更
新
工
事
を
担
当
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
も
技
術
職
員
の
新
規
募
集
を

行
う
。

　
　
使
用
水
量
が
増
え
れ
ば
単
価
が
上

が
る
現
在
の
逓
増
型
の
水
道
料
金
体
系

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
局
の
考
え
を
問

う
。

　
　
本
市
の
一
般
用
の
超
過
料
金
単
価

A

A

Q

A

QA Q

Q

本会議へ

生
活
環
境
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

は
ひ
と
月
あ
た
り
10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
が
３
８
．
５
円
、
10
立
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
た
場
合
は
１
６
２
．
８
円
と
２

段
階
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
昨
年
度
、
基
本
水
量
を
下
げ

た
際
に
、
逆
転
現
象
が
起
き
な
い
よ
う

に
調
整
用
の
単
価
と
し
て
設
け
た
も
の

で
、
逓
増
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
仮
に
、
一
定
水
量
以
上
の
超
過
料
金

単
価
を
下
げ
る
料
金
体
系
と
し
、
使
用

水
量
が
伸
び
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
給

水
収
益
が
下
が
り
、
使
用
量
の
少
な
い

利
用
者
へ
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

　
法
に
基
づ
い
て
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
の
で
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

第 4回定例会は、令和 5年 9月 6日 ~9月 27日の 22日間に行われました。
詳細については、令和 5年 12月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。

て
い

大竹駅
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第 4回　定例会

 
●
大
竹
市
火
災
予
防
条
例
の

                  

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
蓄
電
池
設
備
の
ア
ン
ペ
ア
ア

ワ
ー
・
セ
ル
か
ら
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
へ
の

変
更
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
蓄
電
池
設
備
の
潜
在
的
な
火
災
リ

ス
ク
は
、
保
有
す
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
さ
、
蓄
電
池
容
量
に
よ
る
こ
と

が
大
き
い
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
規
制
対
象
の
指
定
に
係

る
単
位
が
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
か

ら
蓄
電
池
容
量
を
表
す
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

に
改
め
ら
れ
た
。

　
従
来
の
対
象
火
気
省
令
で
は
、
鉛
蓄

電
池
設
備
の
安
全
基
準
を
想
定
し
て
お

り
、
そ
の
容
量
と
電
槽
数
の
積
が
４
８

０
０
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
以
上
の

も
の
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
現
在

は
、
鉛
蓄
電
池
の
ほ
か
に
、
ニ
ッ
ケ
ル

水
素
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
の
蓄
電

池
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
圧
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
同
じ
４
８
０
０
ア
ン
ペ

ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
の
蓄
電
池
で
あ
っ
て

も
、
電
圧
を
基
に
換
算
す
る
と
蓄
電
池

容
量
に
差
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、
蓄
電
池

容
量
を
表
す
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
が
規
制
対

象
の
指
定
に
係
る
単
位
と
な
っ
た
。

 

●
令
和
５
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
の
人
件
費
お
よ
び
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
会
場
近
く
の

住
民
へ
の
周
知
や
、
説
明
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
今
回
は
、
晴
海
臨
海
公
園
内
で
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
お
り
、
警
備

員
の
配
置
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
当
日
、
車
で
の
来
訪
者
や
下
瀬
美
術

館
に
来
館
さ
れ
る
方
に
は
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
か
ら
誘
導
員
を
配
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
実
際
に
は
主
に
実
行
委
員
の
構
成
団

体
と
地
区
体
育
委
員
に
協
力
を
お
願
い

し
、
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

へ
の
飲
食
や
謝
品
程
度
の
提
供
は
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
周
辺
住
民
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
つ
い
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
今
後
説
明
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

　
　
晴
海
臨
海
公
園
整
備
事
業
の
説

明
で
、
歩
行
者
の
安
全
等
を
守
る
た
め

と
あ
っ
た
が
具
体
的
な
工
事
内
容
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
現
在
の
晴
海
臨
海
公
園
内
の
西
側

に
は
南
北
に
幅
員
５
メ
ー
ト
ル
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
幹
線
園
路
が
あ
る

が
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
外
側
線
な
ど

が
な
く
、
車
道
の
両
側
に
も
構
造
物
は

設
置
し
て
い
な
い
。

　
工
事
の
計
画
で
は
、
幅
員
を
６
．
５

メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
外
側
線
及
び
車
道
の
両
側
に
、
歩
道

と
車
道
を
区
切
る
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
整
備
後
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
の
直
線
車
道
と
な
る
た
め
、
要
所

に
速
度
抑
制
の
た
め
の
注
意
看
板
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
車
の
運
転
者
に
減
速
を
促
す
道
路
の

一
部
を
隆
起
さ
せ
る
ハ
ン
プ
と
い
う
構

造
物
に
つ
い
て
は
、
西
側
の
住
宅
地
と

幹
線
園
路
が
近
接
し
て
お
り
、
音
な
ど

の
問
題
も
あ
る
た
め
、
現
在
は
計
画
し

て
い
な
い
。

 
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
に
要
す

る
経
費
が
１
億
９
２
６
２
万
円
で
前
回

よ
り
増
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
ま
た
、

現
在
の
利
用
者
の
要
望
等
を
ど
の
よ
う

に
確
認
し
て
い
る
の
か
問
う
。

A

A

Q

Q

A

Q

Q

本会議へ

総
務
文
教
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

　
　
主
に
人
件
費
や
物
価
の
高
騰
が
増

額
の
理
由
で
あ
る
。

　
利
用
者
で
あ
る
保
護
者
や
児
童
ク
ラ

ブ
で
働
い
て
い
る
方
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
窓
口
と
し
て
、

市
と
連
携
を
密
に
と
り
、
相
談
等
を
受

け
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
護
者
か
ら
毎
年
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
て
お
り
、
満
足
度
や
意
見
の

収
集
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

A

大竹市議会だより  2023（令和5 年）．116



 
●
令
和
５
年
度
大
竹
市

　
　
公
共
下
水
道
事
業
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
　
玖
波
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
事
業
計

画
変
更
業
務
に
つ
い
て
経
緯
と
現
状
を

問
う
。

　
　
広
島
県
が
施
工
す
る
県
道
大
竹
湯

来
道
路
改
良
事
業
に
伴
っ
て
、
道
路
計

画
区
域
内
と
な
る
玖
波
雨
水
排
水
ポ
ン

プ
場
の
移
設
が
必
要
に
な
り
、
移
設
に

つ
い
て
の
検
討
、
ま
た
事
業
計
画
を
変

更
す
る
た
め
の
業
務
を
設
計
コ
ン
サ
ル

に
委
託
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
度
、
広
島
県
よ
り
道
路
改
良
計

画
に
伴
う
関
係
機
関
と
の
協
議
に
時
間

を
要
す
る
見
込
み
と
な
り
、
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
場
の
移
設
に
係
る
検
討
業
務
を

一
旦
中
断
し
て
ほ
し
い
と
い
う
協
議
が

あ
り
、
業
務
を
一
旦
中
止
し
た
。

　
当
初
、
委
託
費
の
支
払
は
業
務
完
了

予
定
の
令
和
６
年
度
と
し
て
い
た
が
業

務
委
託
費
を
精
算
し
、
支
払
い
を
行
う

た
め
に
今
回
補
正
予
算
を
計
上
す
る
も

の
で
あ
る
。

 

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
大
竹
駅
西
口
の
駅
前
広
場
の
工
事

に
関
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
ん
で

い
る
の
か
問
う
。

　
　
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
は
西
口
の

公
衆
ト
イ
レ
を
除
き
、
令
和
６
年
度
末

に
完
了
予
定
で
あ
る
。

　
現
在
、
JR
西
日
本
が
駅
舎
の
解
体
、

ホ
ー
ム
内
の
屋
根
の
復
旧
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
必
要
な
作
業
ヤ
ー
ド

を
旧
駅
舎
付
近
に
確
保
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
終
了
次
第
、
今
回
の
工
事
に

着
手
す
る
計
画
で
、
JR
西
日
本
と
協
議

調
整
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
、
も
し
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変

更
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

議
会
に
も
報
告
・
説
明
す
る
。

 

●
令
和
４
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

　
　 

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び

　
　
　
　
　 

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
令
和
２
年
に
策
定
さ
れ
た
大
竹
市

水
道
事
業
経
営
戦
略
で
定
め
ら
れ
た
管

路
更
新
率
の
目
標
を
１
度
も
達
成
で
き

て
い
な
い
が
打
開
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
大
竹
市
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
お

い
て
、
管
路
更
新
率
１
％
を
目
標
と
し

て
い
る
が
、
達
成
で
き
て
い
な
い
。

　
原
因
は
、
管
路
更
新
工
事
に
従
事
す

る
技
術
職
員
の
不
足
と
近
年
の
物
価
上

昇
に
よ
る
材
料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
事

業
数
に
比
べ
て
更
新
率
が
伸
び
て
い
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　
技
術
職
員
を
２
名
増
加
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
る
が
、
実
情
は
減
っ
て
お

り
、
現
在
は
１
名
の
職
員
が
他
の
水
道

事
業
に
関
わ
る
工
事
な
ど
と
並
行
し
て

管
路
更
新
工
事
を
担
当
し
て
お
り
、
令

和
６
年
度
も
技
術
職
員
の
新
規
募
集
を

行
う
。

　
　
使
用
水
量
が
増
え
れ
ば
単
価
が
上

が
る
現
在
の
逓
増
型
の
水
道
料
金
体
系

に
つ
い
て
、
上
下
水
道
局
の
考
え
を
問

う
。

　
　
本
市
の
一
般
用
の
超
過
料
金
単
価

A

A

Q

A

QA Q

Q

本会議へ

生
活
環
境
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

は
ひ
と
月
あ
た
り
10
立
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
が
３
８
．
５
円
、
10
立
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
た
場
合
は
１
６
２
．
８
円
と
２

段
階
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
昨
年
度
、
基
本
水
量
を
下
げ

た
際
に
、
逆
転
現
象
が
起
き
な
い
よ
う

に
調
整
用
の
単
価
と
し
て
設
け
た
も
の

で
、
逓
増
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
仮
に
、
一
定
水
量
以
上
の
超
過
料
金

単
価
を
下
げ
る
料
金
体
系
と
し
、
使
用

水
量
が
伸
び
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
給

水
収
益
が
下
が
り
、
使
用
量
の
少
な
い

利
用
者
へ
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。

【
賛
成
討
論
】

　
法
に
基
づ
い
て
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
な
の
で
賛
成
す
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

第 4回定例会は、令和 5年 9月 6日 ~9月 27日の 22日間に行われました。
詳細については、令和 5年 12月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。
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●
大
竹
市
火
災
予
防
条
例
の

                  

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
蓄
電
池
設
備
の
ア
ン
ペ
ア
ア

ワ
ー
・
セ
ル
か
ら
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
へ
の

変
更
理
由
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
蓄
電
池
設
備
の
潜
在
的
な
火
災
リ

ス
ク
は
、
保
有
す
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
き
さ
、
蓄
電
池
容
量
に
よ
る
こ
と

が
大
き
い
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
た
び
規
制
対
象
の
指
定
に
係

る
単
位
が
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
か

ら
蓄
電
池
容
量
を
表
す
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

に
改
め
ら
れ
た
。

　
従
来
の
対
象
火
気
省
令
で
は
、
鉛
蓄

電
池
設
備
の
安
全
基
準
を
想
定
し
て
お

り
、
そ
の
容
量
と
電
槽
数
の
積
が
４
８

０
０
ア
ン
ペ
ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
以
上
の

も
の
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
現
在

は
、
鉛
蓄
電
池
の
ほ
か
に
、
ニ
ッ
ケ
ル

水
素
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
の
蓄
電

池
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
圧
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
同
じ
４
８
０
０
ア
ン
ペ

ア
ア
ワ
ー
・
セ
ル
の
蓄
電
池
で
あ
っ
て

も
、
電
圧
を
基
に
換
算
す
る
と
蓄
電
池

容
量
に
差
が
生
じ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、
蓄
電
池

容
量
を
表
す
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
が
規
制
対

象
の
指
定
に
係
る
単
位
と
な
っ
た
。

 

●
令
和
５
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

　
　
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
の
人
件
費
お
よ
び
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
会
場
近
く
の

住
民
へ
の
周
知
や
、
説
明
に
つ
い
て
問

う
。

　
　
今
回
は
、
晴
海
臨
海
公
園
内
で
開

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
お
り
、
警
備

員
の
配
置
は
想
定
し
て
い
な
い
。

　
当
日
、
車
で
の
来
訪
者
や
下
瀬
美
術

館
に
来
館
さ
れ
る
方
に
は
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
か
ら
誘
導
員
を
配
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
実
際
に
は
主
に
実
行
委
員
の
構
成
団

体
と
地
区
体
育
委
員
に
協
力
を
お
願
い

し
、
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

へ
の
飲
食
や
謝
品
程
度
の
提
供
は
す
る

予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
周
辺
住
民
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
つ
い
て
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
今
後
説
明
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

　
　
晴
海
臨
海
公
園
整
備
事
業
の
説

明
で
、
歩
行
者
の
安
全
等
を
守
る
た
め

と
あ
っ
た
が
具
体
的
な
工
事
内
容
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
現
在
の
晴
海
臨
海
公
園
内
の
西
側

に
は
南
北
に
幅
員
５
メ
ー
ト
ル
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
幹
線
園
路
が
あ
る

が
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
や
外
側
線
な
ど

が
な
く
、
車
道
の
両
側
に
も
構
造
物
は

設
置
し
て
い
な
い
。

　
工
事
の
計
画
で
は
、
幅
員
を
６
．
５

メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ

ン
外
側
線
及
び
車
道
の
両
側
に
、
歩
道

と
車
道
を
区
切
る
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
整
備
後
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル

以
上
の
直
線
車
道
と
な
る
た
め
、
要
所

に
速
度
抑
制
の
た
め
の
注
意
看
板
を
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
車
の
運
転
者
に
減
速
を
促
す
道
路
の

一
部
を
隆
起
さ
せ
る
ハ
ン
プ
と
い
う
構

造
物
に
つ
い
て
は
、
西
側
の
住
宅
地
と

幹
線
園
路
が
近
接
し
て
お
り
、
音
な
ど

の
問
題
も
あ
る
た
め
、
現
在
は
計
画
し

て
い
な
い
。

 

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
に
要
す

る
経
費
が
１
億
９
２
６
２
万
円
で
前
回

よ
り
増
額
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
ま
た
、

現
在
の
利
用
者
の
要
望
等
を
ど
の
よ
う

に
確
認
し
て
い
る
の
か
問
う
。

A

A

Q

Q

A

Q

Q

本会議へ

総
務
文
教
委
員
会

        

主
な
審
査
内
容

　
　
主
に
人
件
費
や
物
価
の
高
騰
が
増

額
の
理
由
で
あ
る
。

　
利
用
者
で
あ
る
保
護
者
や
児
童
ク
ラ

ブ
で
働
い
て
い
る
方
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
エ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
や
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
窓
口
と
し
て
、

市
と
連
携
を
密
に
と
り
、
相
談
等
を
受

け
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
護
者
か
ら
毎
年
ア
ン
ケ
ー

ト
を
と
っ
て
お
り
、
満
足
度
や
意
見
の

収
集
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

A
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第 4 回定例会 一 般 質 問市の考えを問う

● マイナ保険証のトラブルについて問う
● 高齢者・社会的弱者対策について問う

山崎　年一　（2：32～）
● 発達性読み書き障害（ディスレクシア）
　　　　　　　　　　　　　　　  について

中川　智之　（2：16：43～）

● 廃止されかけている大竹駅伝
岡　和明　　（2：38：05～）

● 市制施行70周年の事業について
細川　雅子　（3：18：59～）

● 「NHKのど自慢大会」の大竹市で誘致を
● 「広島県自主防災アドバイザー」の育成を

豊川　和也　（3：58：55～）● キャリアスタートウィーク（CSW）
　　　　　　　　　　　　　 の成果について
● 学生インターンシップの受け入れについて

寺岡　公章　（1：54：03～）

● 課税対象地とするルールの明示を
● 市有地等を使った温暖化対策を

日域　究　　（46：43～）

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
全
国
的
に
相
次
い
で
い
ま

す
。
世
論
調
査
で
も
７
割
の
国
民

が
、保
険
証
廃
止
の
「
撤
回・延
期
」

を
求
め
て
い
ま
す
。
政
府
は
マ
イ

ナ
保
険
証
の
な
い
方
に
は
「
資
格

確
認
証
」
を
発
行
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
社
会
に
定
着
し
安

定
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
現
在
の

紙
の
保
険
証
を
存
続
さ
せ
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
　
市
内
医
療
機
関
で
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
と
の
紐
付

け
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
議
員
の
ご

提
案
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
が
、

既
に
法
改
正
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
健
康
保
険
証

廃
止
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
全
国
市 山崎　年一

マ
イ
ナ
保
険
証
の

　ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
問
う

問

問

答

答 長
会
を
通
じ
て
、
国
民
や
保
険
者
な
ど

の
関
係
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、

十
分
な
周
知
や
情
報
提
供
を
行
う
よ
う

国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
厚
労
省
の
「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」
で
は
要
介
護
者
、
家
族
と

も
65
歳
以
上
の
世
帯
が
６
割
超
え
、

75
歳
以
上
同
士
の
家
庭
も
35
．

７
％
。
同
居
、
別
居
と
も
介
護
者

の
７
割
を
女
性
が
担
当
し
、
長
時

間
の
介
護
が
健
康
や
精
神
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
介
護

費
用
も
要
介
護
５
で
１
カ
月
７
万

５
千
円
と
、
介
護
保
険
が
機
能
せ

ず
家
族
に
重
い
負
担
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
　
現
代
社
会
で
は
、
高
齢
夫
婦
だ
け

の
世
帯
も
多
く
、
長
時
間
介
護
の
た

め
、
精
神
的
・
肉
体
的
に
疲
弊
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
談
す
る
相
手

が
い
な
い
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
者
が
孤
立
せ
ず
に
相
談
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
が
問
題
解
決
の
第
一

歩
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
10
月
か

ら
開
設
す
る
相
談
窓
口
「
ま
る
っ
と
大

竹
」
を
中
心
に
、
包
括
的
に
支
援
す
る

本
市
独
自
の
地
域
共
生
社
会
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
社
会
的
弱
者
対
策

　
　
　
　
　に
つ
い
て
問
う

大竹市議会YouTube
名前横の時間は一般質問開始時間です。

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。　
：̶議長　　○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　棄：棄権
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議案第 59 号 大竹市火災予防条例の一部改正について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
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議案第 60 号 工事請負契約の締結について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案第 62 号 令和４年度大竹市公共下水道事業会計
剰余金の処分及び決算の認定について ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決
及び
認定

議案第 63 号 令和５年度大竹市一般会計補正予算
（第３号） ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
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会計補正予算（第２号） ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

北
地
範
久

中
野
友
博

豊
川
和
也

山
代
英
資

岡
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第 4回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

本会議及び委員会の動画配信中

大竹市議会では本会議及び委員会の録画映像を
動画で配信しています。
下記を読み取っていただくと、
動画配信サイト（YouTube）へ移行し視聴できます。

Youtube　大竹市議会 で検索

【注意事項】
① この議会中継は、本市議会の公式記録ではありません。
② 動画配信サイト（YouTube）とは契約関係にありません。録画映像の公開はおおむね２年を予定していま

すが、動画配信サイト（YouTube）の都合により事前に終了することがあります。
③ 画面に企業広告等が現れることもありますが、本市議会と一切関係ありませんのでご注意ください。また、

広告等によるいかなる理由での損害についても本市議会は一切の責任を負いません。
④ ご使用になる機器・接続環境によっては、動画をご覧いただけないこともありますので、ご了承ください。
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第 4 回定例会 一 般 質 問市の考えを問う

● マイナ保険証のトラブルについて問う
● 高齢者・社会的弱者対策について問う

山崎　年一　（2：32～）
● 発達性読み書き障害（ディスレクシア）
　　　　　　　　　　　　　　　  について

中川　智之　（2：16：43～）

● 廃止されかけている大竹駅伝
岡　和明　　（2：38：05～）

● 市制施行70周年の事業について
細川　雅子　（3：18：59～）

● 「NHKのど自慢大会」の大竹市で誘致を
● 「広島県自主防災アドバイザー」の育成を

豊川　和也　（3：58：55～）● キャリアスタートウィーク（CSW）
　　　　　　　　　　　　　 の成果について
● 学生インターンシップの受け入れについて

寺岡　公章　（1：54：03～）

● 課税対象地とするルールの明示を
● 市有地等を使った温暖化対策を

日域　究　　（46：43～）

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
全
国
的
に
相
次
い
で
い
ま

す
。
世
論
調
査
で
も
７
割
の
国
民

が
、保
険
証
廃
止
の
「
撤
回・延
期
」

を
求
め
て
い
ま
す
。
政
府
は
マ
イ

ナ
保
険
証
の
な
い
方
に
は
「
資
格

確
認
証
」
を
発
行
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
す
で
に
社
会
に
定
着
し
安

定
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
現
在
の

紙
の
保
険
証
を
存
続
さ
せ
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。

　
　
市
内
医
療
機
関
で
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
と
の
紐
付

け
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
議
員
の
ご

提
案
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
が
、

既
に
法
改
正
も
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
健
康
保
険
証

廃
止
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
全
国
市 山崎　年一

マ
イ
ナ
保
険
証
の

　ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
問
う

問

問

答

答 長
会
を
通
じ
て
、
国
民
や
保
険
者
な
ど

の
関
係
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、

十
分
な
周
知
や
情
報
提
供
を
行
う
よ
う

国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
厚
労
省
の
「
国
民
生
活
基
礎

調
査
」
で
は
要
介
護
者
、
家
族
と

も
65
歳
以
上
の
世
帯
が
６
割
超
え
、

75
歳
以
上
同
士
の
家
庭
も
35
．

７
％
。
同
居
、
別
居
と
も
介
護
者

の
７
割
を
女
性
が
担
当
し
、
長
時

間
の
介
護
が
健
康
や
精
神
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
介
護

費
用
も
要
介
護
５
で
１
カ
月
７
万

５
千
円
と
、
介
護
保
険
が
機
能
せ

ず
家
族
に
重
い
負
担
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
　
現
代
社
会
で
は
、
高
齢
夫
婦
だ
け

の
世
帯
も
多
く
、
長
時
間
介
護
の
た

め
、
精
神
的
・
肉
体
的
に
疲
弊
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
談
す
る
相
手

が
い
な
い
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
者
が
孤
立
せ
ず
に
相
談
機
関

に
相
談
す
る
こ
と
が
問
題
解
決
の
第
一

歩
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
10
月
か

ら
開
設
す
る
相
談
窓
口
「
ま
る
っ
と
大

竹
」
を
中
心
に
、
包
括
的
に
支
援
す
る

本
市
独
自
の
地
域
共
生
社
会
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
社
会
的
弱
者
対
策

　
　
　
　
　に
つ
い
て
問
う

大竹市議会YouTube
名前横の時間は一般質問開始時間です。

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。　
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会計補正予算（第２号） ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

北
地
範
久

中
野
友
博

豊
川
和
也

山
代
英
資

岡
　
和
明

小
出
哲
義

末
広
天
佑

藤
川
和
弘

中
川
智
之

小
田
上
尚
典

西
村
一
啓

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

審
議
結
果

第 4回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

本会議及び委員会の動画配信中

大竹市議会では本会議及び委員会の録画映像を
動画で配信しています。
下記を読み取っていただくと、
動画配信サイト（YouTube）へ移行し視聴できます。

Youtube　大竹市議会 で検索
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第 4 回定例会 一 般 質 問

　
　
学
習
障
害
の
一
つ
で
あ
る
、

読
み
書
き
に
困
難
を
感
じ
る
と
い

う
特
徴
を
も
っ
た
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
を
小
中
学
校
に
お
い
て
ど
の
程

度
認
識
し
、
把
握
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

①
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
疑
い
あ
る

児
童
生
徒
を
、
早
期
に
発
見
で
き

る
よ
う
に
専
門
医
の
診
断
も
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

②
黒
板
の
文
字
を
写
す
代
わ
り
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
写
真
を
撮
る
な
ど
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
を
促
す

こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
合
理
的
配
慮
へ
の
理
解
を
他
の

児
童
生
徒
や
保
護
者
に
周
知
す
る

こ
と
や
、
本
人
が
合
理
的
配
慮
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
に
ど
の
よ 中川　智之

発
達
性
読
み
書
き
障
害

（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
に
つ
い
て

問

う
な
こ
と
が
必
要
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　
　
①
未
就
学
児
に
つ
い
て
は
入
学
前

に
希
望
す
る
保
護
者
へ
の
教
育
相
談
を

実
施
し
、
入
学
後
の
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
学
習
や
学
校
生
活
の
様
子
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
担
任
か
ら
保
護

者
へ
連
絡
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機

関
等
と
連
携
し
支
援
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
よ
り
、

学
習
の
困
難
さ
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
児
童
生
徒
や
保

護
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
効
果
的
な

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

③
一
緒
に
学
習
す
る
児
童
生
徒
、
場
合

に
よ
っ
て
は
保
護
者
に
対
し
、
な
ぜ
支

援
が
必
要
か
を
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
も
に
学

ぶ
集
団
づ
く
り
や
学
習
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
、
教
職
員
も
知
識
を

身
に
付
け
実
践
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

答

　
　
今
年
１
月
に
予
定
さ
れ
て
い

た
第
70
回
大
竹
駅
伝
は
、
直
前
12

月
19
日
に
突
如
中
止
さ
れ
、
１
９

５
２
年
か
ら
「
た
す
き
」
を
つ
な

い
だ
日
本
屈
指
の
歴
史
あ
る
駅
伝

そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
か
け
て
い

ま
す
。
高
齢
化
な
ど
を
理
由
に
挙

げ
て
い
ま
す
が
、
本
当
の
理
由
は

警
察
の
規
制
を
甘
く
み
て
開
催
に

失
敗
し
た
と
聞
き
ま
す
。

　
年
明
け
に
晴
海
で
代
替
の
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
運
動
場
外
縁
１
．
２
㎞
を

35
周
回
す
る
行
事
が
「
本
市
の
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
」
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
大
竹
の
魅
力
の

一
つ
は
世
界
で
注
目
が
高
ま
る
瀬

戸
内
の
海
と
島
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
絶
景
を
望
む
晴
海
堤
防
コ
ー
ス

（
５
㎞
）
を
８
周
す
る
駅
伝
を
設
定

し
、「
せ
と
う
ち
駅
伝
」
と
名
付
け 岡　和明

廃
止
さ
れ
か
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　大
竹
駅
伝

問

て
大
竹
駅
伝
を
継
承
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
例
年
と
同
様
に
準
備
を
進
め
ま
し

た
が
、
多
く
の
熟
練
ス
タ
ッ
フ
が
高
齢

化
な
ど
を
理
由
に
辞
退
さ
れ
、
新
規
ス

タ
ッ
フ
に
対
す
る
研
修
の
た
め
の
機

会
・
期
間
が
十
分
確
保
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保

や
渋
滞
回
避
の
た
め
の
対
策
を
、
短
期

間
で
行
い
、
安
全
に
開
催
で
き
る
水
準

を
満
た
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
や
む

を
得
ず
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
、
チ
ー
ム
で
力

を
合
わ
せ
て
完
走
を
目
指
し
、
楽
し
み

な
が
ら
達
成
感
や
充
実
感
を
味
わ
え
る

こ
と
が
特
徴
で
、
駅
伝
と
は
趣
向
が
異

な
る
も
の
で
す
。
議
員
が
ご
提
案
に

な
っ
た
コ
ー
ス
は
交
通
渋
滞
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
や
、
堤
防
上
は
安
全
面
の
懸

念
が
あ
る
た
め
、
コ
ー
ス
と
し
て
使
用

し
な
い
予
定
で
す
。
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

を
駅
伝
の
代
替
に
は
位
置
づ
け
て
い
ま

せ
ん
が
、
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
る
も
の
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名
称
に
つ

い
て
は
、
実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
か

ら
市
の
名
前
や
特
徴
な
ど
を
全
国
に
発

信
で
き
る
名
称
が
望
ま
し
い
と
の
意
見

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

答
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こ
の
夏
休
み
、
中
学
生
の
職

場
体
験
事
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
目
的
や
効
果
、
実
績

に
つ
い
て
、
ま
た
令
和
５
年
度
事

業
の
様
子
を
振
り
返
り
、
職
種
や

地
元
に
対
す
る
生
徒
の
関
心
や
理

解
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
う
か
が

い
ま
す
。

　
更
に
、
以
前
提
案
し
た
学
校
へ

の
受
け
入
れ
は
、
ご
検
討
の
結
果
、

現
在
ど
う
扱
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
生
徒
の
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
、「
働
く
」
こ

と
に
対
し
実
感
を
持
て
た
こ
と
、
生
徒

に
向
上
的
な
変
容
が
見
ら
れ
た
こ
と
が

大
き
な
成
果
で
、
地
元
で
働
く
こ
と
や

職
種
へ
の
理
解
や
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
の
受
け
入
れ
は
、
小
学
校
の
ほ

か
、
幼
稚
園
等
で
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。 寺岡　公章

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
の
成
果
に
つ
い
て

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

　
　
　受
け
入
れ
に
つ
い
て

課
税
対
象
地
と
す
る

　
　
　
　ル
ー
ル
の
明
示
を

問

問　　
大
竹
市
役
所
は
大
竹
で
働
く

受
け
皿
の
一
つ
と
し
て
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。

　
受
け
入
れ
た
現
役
職
員
も
、
自

身
が
理
解
把
握
し
て
い
な
い
と
指

導
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分
の
仕

事
へ
の
考
察
に
な
り
ま
す
。

　
既
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
を
通
じ
て
庁
内
に

あ
る
受
け
入
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
、
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
を
広
く

募
集
し
、
人
材
が
大
竹
市
役
所
に

目
を
向
け
て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を

広
げ
ま
せ
ん
か
。

　
　
学
生
の
公
務
職
場
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
や
早
い
段
階
で
自
治
体
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
捉
え

て
い
ま
す
が
、
導
入
に
つ
い
て
は
他
市

町
の
状
況
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
人
材
確
保
の
た
め
に

は
、
受
験
希
望
者
へ
の
事
前
説
明
会
の

開
催
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
る
こ
と
も
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

答

　
　
固
定
資
産
税
は
法
務
局
の
登
記

を
元
に
課
税
す
る
こ
と
が
地
方
税
法

に
定
め
て
あ
り
ま
す
。
公
図
に
問
題

が
あ
る
大
竹
市
で
は
法
務
局
の
公
図

に
無
記
載
の
地
番
で
も
、
そ
の
一
部

を
独
自
の
判
断
で
課
税
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
何
を
根
拠
に
土

地
の
存
在
を
判
断
す
る
の
か
と
い
う

基
準
を
定
め
た
明
文
規
程
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
課
税
法
定
主
義
の
面

か
ら
も
、
担
当
者
任
せ
で
は
問
題
あ

り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
本
市
で
は
、
規
則
や
規
程
な
ど
を

定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
地
調
査
に
よ
り

存
在
が
把
握
で
き
た
場
合
に
、
課
税
台
帳

に
記
載
し
て
い
ま
す
。
地
方
税
法
で
は
、

登
記
さ
れ
て
い
な
い
固
定
資
産
で
も
現
地

の
課
税
客
体
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
補

充
課
税
台
帳
を
作
成
し
、
そ
れ
を
根
拠
に

課
税
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法 日域　究

問

問
務
局
の
公
図
へ
の
記
載
の
有
無
が
直
接
の

要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
環
境
省
が
推
進
し
て
い
る
Ｐ
Ｐ

Ａ
も
ソ
ー
ラ
ー
発
電
で
す
が
、
電
力

会
社
に
売
電
す
る
経
産
省
推
進
の
Ｆ

Ｉ
Ｔ
と
違
っ
て
ま
ず
自
分
で
使
い
、

余
れ
ば
民
間
企
業
に
も
電
力
を
売
却

で
き
ま
す
。
自
ら
発
電
す
れ
ば
天
然

ガ
ス
が
値
上
が
り
し
て
も
平
気
で

す
。
ま
ず
は
小
方
学
園
西
側
の
遊
休

地
で
の
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　
Ｐ
Ｐ
Ａ
と
い
う
民
間
資
金
活
用
の

新
た
な
手
法
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

を
後
押
し
す
る
も
の
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。
小
方
学
園
西
側
の
遊
休
地
に
つ
い

て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
約
30
ｍ
高
く
、

日
当
た
り
が
よ
く
、
地
盤
も
固
い
場
所
で

す
。
設
備
投
資
や
廃
棄
時
の
こ
と
を
ト
ー

タ
ル
で
考
え
て
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

答

市の考えを問う

▲

公
図
に
な
い
地
番
も
加
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
大
竹
市
の
地
番
図
（
油
見
２
丁
目
）

市
有
地
等
を
使
っ
た
温
暖
化
対
策
を

大竹市地番図

法務局公図

消防署での CSW
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第 4 回定例会 一 般 質 問

　
　
学
習
障
害
の
一
つ
で
あ
る
、

読
み
書
き
に
困
難
を
感
じ
る
と
い

う
特
徴
を
も
っ
た
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
を
小
中
学
校
に
お
い
て
ど
の
程

度
認
識
し
、
把
握
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

①
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
疑
い
あ
る

児
童
生
徒
を
、
早
期
に
発
見
で
き

る
よ
う
に
専
門
医
の
診
断
も
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

②
黒
板
の
文
字
を
写
す
代
わ
り
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
写
真
を
撮
る
な
ど
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
を
促
す

こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

③
合
理
的
配
慮
へ
の
理
解
を
他
の

児
童
生
徒
や
保
護
者
に
周
知
す
る

こ
と
や
、
本
人
が
合
理
的
配
慮
を

受
け
や
す
く
す
る
た
め
に
ど
の
よ 中川　智之

発
達
性
読
み
書
き
障
害

（
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
に
つ
い
て

問

う
な
こ
と
が
必
要
と
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

　
　
①
未
就
学
児
に
つ
い
て
は
入
学
前

に
希
望
す
る
保
護
者
へ
の
教
育
相
談
を

実
施
し
、
入
学
後
の
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
、
学
習
や
学
校
生
活
の
様
子
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
担
任
か
ら
保
護

者
へ
連
絡
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機

関
等
と
連
携
し
支
援
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
よ
り
、

学
習
の
困
難
さ
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
児
童
生
徒
や
保

護
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
効
果
的
な

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

③
一
緒
に
学
習
す
る
児
童
生
徒
、
場
合

に
よ
っ
て
は
保
護
者
に
対
し
、
な
ぜ
支

援
が
必
要
か
を
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
も
に
学

ぶ
集
団
づ
く
り
や
学
習
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
、
教
職
員
も
知
識
を

身
に
付
け
実
践
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

答

　
　
今
年
１
月
に
予
定
さ
れ
て
い

た
第
70
回
大
竹
駅
伝
は
、
直
前
12

月
19
日
に
突
如
中
止
さ
れ
、
１
９

５
２
年
か
ら
「
た
す
き
」
を
つ
な

い
だ
日
本
屈
指
の
歴
史
あ
る
駅
伝

そ
の
も
の
が
廃
止
さ
れ
か
け
て
い

ま
す
。
高
齢
化
な
ど
を
理
由
に
挙

げ
て
い
ま
す
が
、
本
当
の
理
由
は

警
察
の
規
制
を
甘
く
み
て
開
催
に

失
敗
し
た
と
聞
き
ま
す
。

　
年
明
け
に
晴
海
で
代
替
の
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
運
動
場
外
縁
１
．
２
㎞
を

35
周
回
す
る
行
事
が
「
本
市
の
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
」
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
大
竹
の
魅
力
の

一
つ
は
世
界
で
注
目
が
高
ま
る
瀬

戸
内
の
海
と
島
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
絶
景
を
望
む
晴
海
堤
防
コ
ー
ス

（
５
㎞
）
を
８
周
す
る
駅
伝
を
設
定

し
、「
せ
と
う
ち
駅
伝
」
と
名
付
け 岡　和明

廃
止
さ
れ
か
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　大
竹
駅
伝

問

て
大
竹
駅
伝
を
継
承
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
例
年
と
同
様
に
準
備
を
進
め
ま
し

た
が
、
多
く
の
熟
練
ス
タ
ッ
フ
が
高
齢

化
な
ど
を
理
由
に
辞
退
さ
れ
、
新
規
ス

タ
ッ
フ
に
対
す
る
研
修
の
た
め
の
機

会
・
期
間
が
十
分
確
保
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
ラ
ン
ナ
ー
の
安
全
確
保

や
渋
滞
回
避
の
た
め
の
対
策
を
、
短
期

間
で
行
い
、
安
全
に
開
催
で
き
る
水
準

を
満
た
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
や
む

を
得
ず
中
止
と
し
ま
し
た
。

　
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
、
チ
ー
ム
で
力

を
合
わ
せ
て
完
走
を
目
指
し
、
楽
し
み

な
が
ら
達
成
感
や
充
実
感
を
味
わ
え
る

こ
と
が
特
徴
で
、
駅
伝
と
は
趣
向
が
異

な
る
も
の
で
す
。
議
員
が
ご
提
案
に

な
っ
た
コ
ー
ス
は
交
通
渋
滞
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
や
、
堤
防
上
は
安
全
面
の
懸

念
が
あ
る
た
め
、
コ
ー
ス
と
し
て
使
用

し
な
い
予
定
で
す
。
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

を
駅
伝
の
代
替
に
は
位
置
づ
け
て
い
ま

せ
ん
が
、
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
市
内
外

か
ら
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
る
も
の
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
名
称
に
つ

い
て
は
、
実
行
委
員
会
の
構
成
団
体
か

ら
市
の
名
前
や
特
徴
な
ど
を
全
国
に
発

信
で
き
る
名
称
が
望
ま
し
い
と
の
意
見

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

答
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こ
の
夏
休
み
、
中
学
生
の
職

場
体
験
事
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
目
的
や
効
果
、
実
績

に
つ
い
て
、
ま
た
令
和
５
年
度
事

業
の
様
子
を
振
り
返
り
、
職
種
や

地
元
に
対
す
る
生
徒
の
関
心
や
理

解
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
う
か
が

い
ま
す
。

　
更
に
、
以
前
提
案
し
た
学
校
へ

の
受
け
入
れ
は
、
ご
検
討
の
結
果
、

現
在
ど
う
扱
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
生
徒
の
勤
労
観
、
職
業
観
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
、「
働
く
」
こ

と
に
対
し
実
感
を
持
て
た
こ
と
、
生
徒

に
向
上
的
な
変
容
が
見
ら
れ
た
こ
と
が

大
き
な
成
果
で
、
地
元
で
働
く
こ
と
や

職
種
へ
の
理
解
や
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
の
受
け
入
れ
は
、
小
学
校
の
ほ

か
、
幼
稚
園
等
で
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。 寺岡　公章

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
の
成
果
に
つ
い
て

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

　
　
　受
け
入
れ
に
つ
い
て

課
税
対
象
地
と
す
る

　
　
　
　ル
ー
ル
の
明
示
を

問

問　　
大
竹
市
役
所
は
大
竹
で
働
く

受
け
皿
の
一
つ
と
し
て
の
役
割
が

あ
り
ま
す
。

　
受
け
入
れ
た
現
役
職
員
も
、
自

身
が
理
解
把
握
し
て
い
な
い
と
指

導
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、
自
分
の
仕

事
へ
の
考
察
に
な
り
ま
す
。

　
既
に
Ｃ
Ｓ
Ｗ
を
通
じ
て
庁
内
に

あ
る
受
け
入
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
、
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
を
広
く

募
集
し
、
人
材
が
大
竹
市
役
所
に

目
を
向
け
て
く
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を

広
げ
ま
せ
ん
か
。

　
　
学
生
の
公
務
職
場
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
や
早
い
段
階
で
自
治
体
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
捉
え

て
い
ま
す
が
、
導
入
に
つ
い
て
は
他
市

町
の
状
況
も
踏
ま
え
慎
重
に
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
人
材
確
保
の
た
め
に

は
、
受
験
希
望
者
へ
の
事
前
説
明
会
の

開
催
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
る
こ
と
も
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

答

　
　
固
定
資
産
税
は
法
務
局
の
登
記

を
元
に
課
税
す
る
こ
と
が
地
方
税
法

に
定
め
て
あ
り
ま
す
。
公
図
に
問
題

が
あ
る
大
竹
市
で
は
法
務
局
の
公
図

に
無
記
載
の
地
番
で
も
、
そ
の
一
部

を
独
自
の
判
断
で
課
税
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
何
を
根
拠
に
土

地
の
存
在
を
判
断
す
る
の
か
と
い
う

基
準
を
定
め
た
明
文
規
程
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
課
税
法
定
主
義
の
面

か
ら
も
、
担
当
者
任
せ
で
は
問
題
あ

り
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
本
市
で
は
、
規
則
や
規
程
な
ど
を

定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
地
調
査
に
よ
り

存
在
が
把
握
で
き
た
場
合
に
、
課
税
台
帳

に
記
載
し
て
い
ま
す
。
地
方
税
法
で
は
、

登
記
さ
れ
て
い
な
い
固
定
資
産
で
も
現
地

の
課
税
客
体
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
補

充
課
税
台
帳
を
作
成
し
、
そ
れ
を
根
拠
に

課
税
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法 日域　究

問

問
務
局
の
公
図
へ
の
記
載
の
有
無
が
直
接
の

要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
環
境
省
が
推
進
し
て
い
る
Ｐ
Ｐ

Ａ
も
ソ
ー
ラ
ー
発
電
で
す
が
、
電
力

会
社
に
売
電
す
る
経
産
省
推
進
の
Ｆ

Ｉ
Ｔ
と
違
っ
て
ま
ず
自
分
で
使
い
、

余
れ
ば
民
間
企
業
に
も
電
力
を
売
却

で
き
ま
す
。
自
ら
発
電
す
れ
ば
天
然

ガ
ス
が
値
上
が
り
し
て
も
平
気
で

す
。
ま
ず
は
小
方
学
園
西
側
の
遊
休

地
で
の
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　
　
Ｐ
Ｐ
Ａ
と
い
う
民
間
資
金
活
用
の

新
た
な
手
法
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

を
後
押
し
す
る
も
の
の
一
つ
と
考
え
て
い

ま
す
。
小
方
学
園
西
側
の
遊
休
地
に
つ
い

て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
約
30
ｍ
高
く
、

日
当
た
り
が
よ
く
、
地
盤
も
固
い
場
所
で

す
。
設
備
投
資
や
廃
棄
時
の
こ
と
を
ト
ー

タ
ル
で
考
え
て
可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

答

市の考えを問う

▲

公
図
に
な
い
地
番
も
加
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
大
竹
市
の
地
番
図
（
油
見
２
丁
目
）

市
有
地
等
を
使
っ
た
温
暖
化
対
策
を

大竹市地番図

法務局公図

消防署での CSW
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132023（令和5 年）．11  大竹市議会だより

請　願請　願

【提出者名】
連合広島大竹・
廿日市地域協議会
議長　　　迎　尚樹
広島県教職員組合
大竹廿日市市区委員長
　　　　津島　良希

【付託委員会】
　総務文教委員会

【委員会の結果】
　採択

【本会議の結果】
　採択

【要旨】
　 2021 年の法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に 35 人に引
き下げられるものの、今後は小学校に留まることなく、中学校・高等学校
での早期実施も必要です。さらにきめ細やかな教育をするためには 30 人
学級の実現が不可欠です。
　学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積し、多
忙化が一層進んでいます。子どもたちのゆたかな学びを実現するための教
材研究や授業準備の時間を十分に確保することが、困難な状況となってい
ます。
　こうした中で、一人一人の子どもに対してきめ細やかで丁寧な対応を行
うためには、働き方改革はもちろんのこと、国庫負担に裏付けされた少人
数学級の推進と、加配の増員や少数職種の配置増も含む計画的な職員定数
の改善が求められています。
　義務教育費国庫負担制度については、国庫負担率が小泉政権下の「三位
一体改革」の中で２分の１から３分の１に引き下げられたことにより、地
方自治体の財政を圧迫しています。教育の機会均等が担保され、教育水準
が維持・向上されるよう施策を講じ、教育予算を国全体としてしっかりと
確保・充実させる必要があります。
　また、部活動の地域移行にむけて継続的な予算・財源の確保は欠かせま
せん。さらに、ＧＩＧＡスクール構想の推進・ＩＣＴ機器の活用など教育環
境整備に加え、物価高騰によって教育予算について大きく影響を受けてい
ることからも、国からの財政支援、十分な予算確保が重要です。

①市の防災情報など
　・災害発生情報（登録者全員に必ず配信）
　・避難に関する情報 ≪避難準備情報・避難勧告・避難指示≫など
②市の気象情報（登録者全員に必ず配信）
　・気象警報 （特別警報含む）
　≪大雨・洪水・暴風・暴風雪・大雪・波浪・高潮≫
　・土砂災害警戒情報など
③防犯・その他お知らせ情報（希望する方のみ配信）
　・なりすまし詐欺などの防犯情報
　・野生動物（熊、いのししなど）の出没注意情報など

市民の皆さんが携帯電話やパソコンで登録したメールアドレスに、市が防災情報などを配信します。防災行政無
線で放送した内容も配信します。大竹市防災メールサービスに登録すると、お住いの地域の防災情報の取得がよ
り簡単になります。配信する防災情報を参考に、災害時には早めの行動に努めましょう。
※注意事項・利用規約がありますので、詳しくは市ホームページをご確認ください。

【請願名】
少人数学級の推進
を含む計画的な教
職員定数改善と義
務教育費国庫負担
制度２分の１復元
をはかるための、
2024 年度政府予
算に係る意見書採
択の要請について
の請願

【 防災テレホンサービスで防災行政無線の放送内容が確認できます 】
放送が聞き取れなかったときや、再度確認したいときは、
下記の番号に電話をしてください。放送内容を無料で何度も聞くことができます。

登録は下記 QR コードより、
空メール ( 件名、本文不要 )を
送信してください。

皆さん！
登録して下さいね！

☎０１２０－５９０－１３１

「大竹市防災情報等メールサービス」

配信内容

を活用しましょう
　
　
大
竹
市
に
お
い
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
大
会
を
誘
致
し
て
い
た
だ

き
、
ま
ち
づ
く
り
の
文
化
芸
術
の

振
興
と
と
も
に
、
全
国
の
方
に
大

竹
市
を
知
っ
て
も
ら
い
、
番
組
を

通
じ
市
民
と
一
体
化
し
て
の
ど
自

慢
大
会
に
出
場
し
た
り
応
援
し
て

も
ら
い
た
い
、
市
外
か
ら
も
ぜ
ひ

観
覧
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
今
後
、
本
市
で
の
番
組
誘
致
な

ど
の
ご
予
定
を
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
等
の
全
国
放
送

の
公
開
番
組
は
、
文
化
施
設
の
落
成
や

周
年
記
念
等
の
際
に
自
治
体
か
ら
の
要

請
に
応
え
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
を
開
催
で
き
る
規
模
の
文
化
施

設
の
落
成
等
は
、
今
の
と
こ
ろ
予
定
し 豊川　和也

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
」

　
　
　の
大
竹
市
で
誘
致
を

市
制
施
行
70
周
年
の

　
　
　
　
　事
業
に
つ
い
て

問

問
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な
節

目
に
は
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
文
化

の
振
興
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
さ
ら
に
は
全
国
に
情
報
発
信
が
で

き
る
好
機
と
捉
え
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

の
誘
致
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
広
島
県
が
認
定
す
る
「
広
島

県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は

広
島
県
に
は
２
２
０
名
程
度
お
ら

れ
ま
す
が
、
大
竹
市
在
住
者
の
方

に
よ
る
認
定
は
０
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

県
内
各
地
で
防
災
講
習
会
や
自
主

防
災
組
織
設
立
す
る
際
の
助
言
な

ど
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
大
竹
市
在
住
者
の

方
で
の
育
成
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
本
市
在
住
の
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
い
れ
ば
、
災
害
発
生
時
、
早
期

の
協
力
や
、
市
民
や
自
主
防
災
組
織
と

の
円
滑
な
相
談
体
制
が
期
待
で
き
ま
す

が
、
直
ち
に
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
で
す
。

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
有
す

る
県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
と
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答

答

　
　
①
来
年
は
大
竹
市
制
施
行
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
か
ら
の
記
念
事
業
の
意
義

と
現
在
の
準
備
状
況
。
今
後
の
予

定
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
と
の
協
働
事
業
に

つ
い
て
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

②
60
周
年
記
念
事
業
は
市
民
か
ら

提
案
い
た
だ
い
て
市
と
一
緒
に
事

業
を
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

総
括
さ
れ
ま
し
た
か
。

③
70
周
年
事
業
を
市
民
と
協
働
で

す
る
こ
と
で
本
来
業
務
に
大
き
な

支
障
が
出
る
よ
う
な
ら
、
民
間
の

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
応
援
を
お
願

い
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

細川　雅子

問

　
　
①
来
年
９
月
１
日
の
市
制
施
行
70

周
年
の
節
目
を
市
民
に
周
知
し
、
一
緒

に
祝
う
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
大
竹
へ
の

愛
着
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
各

課
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
記
念
事
業
に
つ

い
て
、
一
旦
、
整
理
し
ま
し
た
。
記
念

事
業
に
は
、市
民
と
の
協
働
の
視
点
で
、

市
民
と
一
緒
に
実
行
委
員
会
形
式
で
実

施
し
て
き
た
コ
イ
・
こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
の
一
定
規
模
以
上
の
市
民
が
参

加
す
る
既
存
事
業
に
対
し
て
、
70
周
年

を
記
念
し
て
補
助
金
を
増
額
す
る
案

や
、
市
民
か
ら
の
提
案
事
業
に
つ
い
て

助
成
す
る
案
等
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
令
和
６
年
度
予
算
編
成
作

業
で
事
業
精
査
し
て
い
く
予
定
で
す
。

②
過
去
の
60
周
年
記
念
事
業
で
は
、
16

件
の
市
民
提
案
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
市
民
の
方
々
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
点

で
は
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

職
員
も
市
民
と
協
働
し
て
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
大
変
有
意
義
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
職
員
の
業

務
負
担
が
増
大
し
た
と
い
う
課
題
も

あ
っ
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。

③
事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
70

周
年
記
念
事
業
の
全
体
事
業
を
選
定
し

て
い
く
中
で
、
事
業
委
託
す
る
方
法
も

含
め
て
、
内
部
で
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答

市の考えを問う

「
広
島
県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
育
成
を
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請　願請　願

【提出者名】
連合広島大竹・
廿日市地域協議会
議長　　　迎　尚樹
広島県教職員組合
大竹廿日市市区委員長
　　　　津島　良希

【付託委員会】
　総務文教委員会

【委員会の結果】
　採択

【本会議の結果】
　採択

【要旨】
　 2021 年の法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に 35 人に引
き下げられるものの、今後は小学校に留まることなく、中学校・高等学校
での早期実施も必要です。さらにきめ細やかな教育をするためには 30 人
学級の実現が不可欠です。
　学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積し、多
忙化が一層進んでいます。子どもたちのゆたかな学びを実現するための教
材研究や授業準備の時間を十分に確保することが、困難な状況となってい
ます。
　こうした中で、一人一人の子どもに対してきめ細やかで丁寧な対応を行
うためには、働き方改革はもちろんのこと、国庫負担に裏付けされた少人
数学級の推進と、加配の増員や少数職種の配置増も含む計画的な職員定数
の改善が求められています。
　義務教育費国庫負担制度については、国庫負担率が小泉政権下の「三位
一体改革」の中で２分の１から３分の１に引き下げられたことにより、地
方自治体の財政を圧迫しています。教育の機会均等が担保され、教育水準
が維持・向上されるよう施策を講じ、教育予算を国全体としてしっかりと
確保・充実させる必要があります。
　また、部活動の地域移行にむけて継続的な予算・財源の確保は欠かせま
せん。さらに、ＧＩＧＡスクール構想の推進・ＩＣＴ機器の活用など教育環
境整備に加え、物価高騰によって教育予算について大きく影響を受けてい
ることからも、国からの財政支援、十分な予算確保が重要です。

①市の防災情報など
　・災害発生情報（登録者全員に必ず配信）
　・避難に関する情報 ≪避難準備情報・避難勧告・避難指示≫など
②市の気象情報（登録者全員に必ず配信）
　・気象警報 （特別警報含む）
　≪大雨・洪水・暴風・暴風雪・大雪・波浪・高潮≫
　・土砂災害警戒情報など
③防犯・その他お知らせ情報（希望する方のみ配信）
　・なりすまし詐欺などの防犯情報
　・野生動物（熊、いのししなど）の出没注意情報など

市民の皆さんが携帯電話やパソコンで登録したメールアドレスに、市が防災情報などを配信します。防災行政無
線で放送した内容も配信します。大竹市防災メールサービスに登録すると、お住いの地域の防災情報の取得がよ
り簡単になります。配信する防災情報を参考に、災害時には早めの行動に努めましょう。
※注意事項・利用規約がありますので、詳しくは市ホームページをご確認ください。

【請願名】
少人数学級の推進
を含む計画的な教
職員定数改善と義
務教育費国庫負担
制度２分の１復元
をはかるための、
2024 年度政府予
算に係る意見書採
択の要請について
の請願

【 防災テレホンサービスで防災行政無線の放送内容が確認できます 】
放送が聞き取れなかったときや、再度確認したいときは、
下記の番号に電話をしてください。放送内容を無料で何度も聞くことができます。

登録は下記 QR コードより、
空メール ( 件名、本文不要 )を
送信してください。

皆さん！
登録して下さいね！

☎０１２０－５９０－１３１

「大竹市防災情報等メールサービス」

配信内容

を活用しましょう
　
　
大
竹
市
に
お
い
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
大
会
を
誘
致
し
て
い
た
だ

き
、
ま
ち
づ
く
り
の
文
化
芸
術
の

振
興
と
と
も
に
、
全
国
の
方
に
大

竹
市
を
知
っ
て
も
ら
い
、
番
組
を

通
じ
市
民
と
一
体
化
し
て
の
ど
自

慢
大
会
に
出
場
し
た
り
応
援
し
て

も
ら
い
た
い
、
市
外
か
ら
も
ぜ
ひ

観
覧
に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
今
後
、
本
市
で
の
番
組
誘
致
な

ど
の
ご
予
定
を
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
等
の
全
国
放
送

の
公
開
番
組
は
、
文
化
施
設
の
落
成
や

周
年
記
念
等
の
際
に
自
治
体
か
ら
の
要

請
に
応
え
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ど
自
慢
を
開
催
で
き
る
規
模
の
文
化
施

設
の
落
成
等
は
、
今
の
と
こ
ろ
予
定
し 豊川　和也

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
大
会
」

　
　
　の
大
竹
市
で
誘
致
を

市
制
施
行
70
周
年
の

　
　
　
　
　事
業
に
つ
い
て

問

問
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
そ
の
よ
う
な
節

目
に
は
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
文
化

の
振
興
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
さ
ら
に
は
全
国
に
情
報
発
信
が
で

き
る
好
機
と
捉
え
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

の
誘
致
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
広
島
県
が
認
定
す
る
「
広
島

県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は

広
島
県
に
は
２
２
０
名
程
度
お
ら

れ
ま
す
が
、
大
竹
市
在
住
者
の
方

に
よ
る
認
定
は
０
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
現
在
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

県
内
各
地
で
防
災
講
習
会
や
自
主

防
災
組
織
設
立
す
る
際
の
助
言
な

ど
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
大
竹
市
在
住
者
の

方
で
の
育
成
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
本
市
在
住
の
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
い
れ
ば
、
災
害
発
生
時
、
早
期

の
協
力
や
、
市
民
や
自
主
防
災
組
織
と

の
円
滑
な
相
談
体
制
が
期
待
で
き
ま
す

が
、
直
ち
に
確
保
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
で
す
。

　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
見
を
有
す

る
県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
主
防
災
組
織

の
設
立
と
育
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答

答

　
　
①
来
年
は
大
竹
市
制
施
行
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
か
ら
の
記
念
事
業
の
意
義

と
現
在
の
準
備
状
況
。
今
後
の
予

定
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
と
の
協
働
事
業
に

つ
い
て
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

②
60
周
年
記
念
事
業
は
市
民
か
ら

提
案
い
た
だ
い
て
市
と
一
緒
に
事

業
を
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に

総
括
さ
れ
ま
し
た
か
。

③
70
周
年
事
業
を
市
民
と
協
働
で

す
る
こ
と
で
本
来
業
務
に
大
き
な

支
障
が
出
る
よ
う
な
ら
、
民
間
の

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
応
援
を
お
願

い
す
る
方
法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

細川　雅子

問

　
　
①
来
年
９
月
１
日
の
市
制
施
行
70

周
年
の
節
目
を
市
民
に
周
知
し
、
一
緒

に
祝
う
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
大
竹
へ
の

愛
着
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
各

課
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
記
念
事
業
に
つ

い
て
、
一
旦
、
整
理
し
ま
し
た
。
記
念

事
業
に
は
、市
民
と
の
協
働
の
視
点
で
、

市
民
と
一
緒
に
実
行
委
員
会
形
式
で
実

施
し
て
き
た
コ
イ
・
こ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
等
の
一
定
規
模
以
上
の
市
民
が
参

加
す
る
既
存
事
業
に
対
し
て
、
70
周
年

を
記
念
し
て
補
助
金
を
増
額
す
る
案

や
、
市
民
か
ら
の
提
案
事
業
に
つ
い
て

助
成
す
る
案
等
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
令
和
６
年
度
予
算
編
成
作

業
で
事
業
精
査
し
て
い
く
予
定
で
す
。

②
過
去
の
60
周
年
記
念
事
業
で
は
、
16

件
の
市
民
提
案
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
市
民
の
方
々
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
点

で
は
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

職
員
も
市
民
と
協
働
し
て
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
大
変
有
意
義
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
職
員
の
業

務
負
担
が
増
大
し
た
と
い
う
課
題
も

あ
っ
た
と
総
括
し
て
い
ま
す
。

③
事
業
手
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
70

周
年
記
念
事
業
の
全
体
事
業
を
選
定
し

て
い
く
中
で
、
事
業
委
託
す
る
方
法
も

含
め
て
、
内
部
で
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答

市の考えを問う

「
広
島
県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
育
成
を

12

2023（令和5 年）．11  市議会だより

大竹市議会だより  2023（令和5 年）．11



（旧ツイッター）

議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
市
議
会
で
は
、
予
算
や
条
例
を
は

じ
め
行
政
に
対
す
る
一
般
質
問
な
ど
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き

ま
す
の
で
、
議
会
が
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
の
か
傍
聴
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

本
会
議

　
〃 （
予
備
日
）

常
任
委
員
会 

　
〃 

特
別
委
員
会

本
会
議 

11
月
30
日
㈭

12
月
１
日
㈮

12
月
４
日
㈪

12
月
５
日
㈫

12
月
６
日
㈬

12
月
14
日
㈭

12
月
議
会
日
程 （
予
定
）

https://www.city.otake.hiroshima.jp/boshu/5861.html
※応募方法は市のホームページ又は
　議会事務局までお問い合わせください。

大竹市議会だよりの
表紙に掲載する写真を募集しています。

大竹市議会だより 表紙募集 で検索

表紙写真
大募集！

大竹市議会のアカウントが公開されとるで！
まだまだお試し期間中じゃがの。
議会とか、大竹市の町の様子をつぶやいとるで～
まあまずはフォローしてみてくだされ !

【お試し】
わしコイちゃん♡大竹市議会
＠otake_gikai

15大竹市議会だより2023（令和5 年）．11

請願の採択をうけて、次の意見書を提出しました。

意 見 書
　2021年の法改正により、小学校の学級編制標準は段階的に35人に引き下げられるもの
の、今後は小学校に留まることなく、中学校・高等学校での早期実施が必要です。さらに、
きめ細やかな教育をするためには30人学級の実現が不可欠です。
　学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解決すべき課題が山積し、多忙化が一層進ん
でいます。子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授業準備の時間を十分
に確保することが、困難な状況となっています。
　こうした中で、一人一人の子どもに対してきめ細やかで丁寧な対応を行うためには、働
き方改革はもちろんのこと、国庫負担に裏付けされた少人数学級の推進と、加配の増員や
少数職種の配置増も含む計画的な教職員定数の改善が求められています。
　義務教育費国庫負担制度については、国庫負担率が小泉政権下の「三位一体改革」の中
で２分の１から３分の１に引き下げられたことにより、地方自治体の財政を圧迫していま
す。教育の機会均等が担保され、教育水準が維持・向上されるよう施策を講じ、教育予算
を国全体としてしっかりと確保・充実させる必要があります。
　また、部活動の地域移行にむけて継続的な予算・財源の確保は欠かせません。さらに、
GIGAスクール構想の推進・ICT機器の活用など教育環境整備に加え、物価高騰によって教
育予算について大きく影響を受けていることからも、国からの財政支援、十分な予算確保
が重要です。
　よって、国会及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治
体が計画的に教育行政を進めることができるように、2024年度の予算編成にあたり、次
の事項について、措置を講じられるよう強く要請します。

　１．少人数学級の推進を含む計画的な教職員定数改善を推進すること。

　２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負　　
　　　担割合を２分の１に復元すること。

　　　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

令和 5年 9月 27日

（提出先）
内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣、衆議院議長、参議院議長

大　竹　市　議　会

2023（令和5年）．11大竹市議会だより14
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手
話
サ
ー
ク
ル「
ぽ
ぽ
ん
た
」を
結
成

し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
子
ど
も
が
小
学
校
入
学
時
、
ろ
う
者
の
保

護
者
が
い
て
、
私
自
身
会
話
を
し
た
い
な
と

思
い
小
学
校
の
保
護
者
と
ろ
う
者
で
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

2023（令和5 年）．11大竹市議会だより

　
当
時
は
旧
小
方
小
学

校
の
教
室
で
活
動
し
て

お
り
ま
し
た
。し
か
し
、

小
学
校
移
転
に
伴
い
校

内
で
の
活
動
が
出
来
な

く
な
っ
た
た
め
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
帰
属

し
、
今
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
構
成
、

人
数
な
ど
は

　
現
在
は
代
表
１
名
、
副
代
表
１
名
、
会
計

１
名
、
会
員
７
名
の
計
10
名
で
す
。

活
動
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
毎
月
第
２
、
第
４
月
曜
日
の
10
時
か
ら
12

時
ま
で
、定
例
会
を
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
サ

ン
ト
ピ
ア
大
竹
）で
開
い
て
い
ま
す
。

　
依
頼
が
あ
れ
ば
市
内
ど
こ
へ
で
も
伺
い
、

手
話
出
張
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
の
中
で
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
は

困
っ
た
。
な
ど
思
い
出
に
残
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い

　
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
他
の
地
域
の
手
話

サ
ー
ク
ル
と
外
に
出
て
交
流
会
を
し
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
に
な
っ
て

い
た
合
同
研
修
会
を
、
昨
年
開
催
で
き
た
こ

と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
内
容
を
、

大
竹
の
３
つ
の
サ
ー
ク
ル
で
協
力
し
て
考

え
、
で
き
た
研
修
会
は
、
苦
労
し
ま
し
た
が

楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　
困
る
の
は
、
教
え
て
も
ら
え
る
ろ
う
者
の

方
が
、
お
仕
事
の
都
合
な
ど
で
活
動
に
参
加

で
き
な
い
時
、
聴
者
だ
け
で
の
勉
強
会
だ
と

生
き
た
手
話
が
学
べ
な
い
こ
と
で
す
。
や
は

り
、
生
き
た
手
話
を
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

手
話
を
学
び
た
い
人
が
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
か

　
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
手
話
を

学
ぶ
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
気
軽
に

始
め
ら
れ
ま
す
。
な
ん
と
、
世
の
中
に
は
70

歳
で
手
話
を
始
め
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　
ぽ
ぽ
ん
た
一
同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
や
伝
え
た
い
こ
と
な
ど

あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す

　
手
話
は
言
葉（
言
語
）な
の
で
、
外
国
語
を

学
ぶ
の
と
同
じ
で
簡
単
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
た
ち
の
覚
え
た
手
話
が
ろ
う
者
に

伝
わ
る
と
嬉
し
く
な
り
、
も
っ
と
伝
え
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
覚
え
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

手
話
も
日
本
語
と
同
じ
で
方
言
が
あ
り
、
大

竹
独
自
の
手
話
も
あ
り
ま
す
。

　
当
サ
ー
ク
ル
は
、
資
格
に
向
け
た
勉
強
会

で
は
な
く
、ろ
う
者
と
の
会
話
の
中
で
日
常
会

話
を
身
に
つ
け
て
行
く
場
で
す
。
ま
た
、
情
報

交
換
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ろ
う
者
と
共
に
活
動
し
て
い
る
団
体
な
の

で
、
今
は「
手
話
言
語
条
例
」が
制
定
さ
れ
る

こ
と
が
目
標
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

大
竹
市
社
会
福
祉
協
議
会 
地
域
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
℡
０
８
２
７–
５２
–
２
２
７
５

　
こ
の
度
の
議
会
改
選
に
よ
り
、
新
し
く
議
員

に
な
っ
た
方
５
名
を
含
め
、
各
議
員
が
所
属
す

る
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が

決
ま
り
ま
し
た
。
広
報
広
聴
特
別
委
員
会
に
お

い
て
も
、
新
し
く
議
員
に
な
っ
た
方
を
含
め
た

７
人
で
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
メ

ン
バ
ー
で
協
議
を
重
ね
、『
広
報
広
聴
』
と
い

う
名
の
と
お
り
、
大
竹
市
民
の
皆
様
に
議
会
情

報
を
発
信
し
、
意
見
や
要
望
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す

る
活
動
を
致
し
ま
す
。

　
前
号
か
ら
始
め
ま
し
た
市
議
会
だ
よ
り
表
紙

画
像
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
議
会
だ
よ
り
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。藤川

　
和
弘

市
議
会
だ
よ
り
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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委 員 長

副委員長

藤川　和弘

中川　智之

中野　友博
豊川　和也
山代　英資

小出　哲義
末広　天佑

サークル活動の様子

あ
と
が
き

スマイル
  インタビュー

楽しさの中で
生きた手話を学ぶ

 代表は 前川　江美さんです。
まえかわ え  み

第42回のインタビューは

手話サークル「ぽぽんた」
                             のみなさんです

合同研修会の様子

第42回

広報広聴特別委員


